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将 来 像

1
安全でうる

おいのあ
る暮らしがで
きるまち
（「暮らし」の分野）
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１

11
安全・安心に 

生活できるまち
防災・防犯意識が高まるなか、誰もが安全
で、安心して暮らせるよう、災害対策や防犯
対策を充実させることが大切です。
そのため、市が中心となって危機管理体制
を敷き、国や東京都のほか、消防、警察など
の公的機関と緊密に連携し、災害に対して迅
速に対応します。さらに、さまざまな関係機
関との協働による、市民を主役とした防災対
策を実践します。また、多様化・深刻化する
犯罪から、市民生活の安全を守るため、犯罪
の起こりにくいまちづくりを進めます。
さらに、市民生活の安定と向上を図るた
め、実態に合ったタイムリーな情報提供や各
種市民相談を行うとともに、消費者被害を未
然に防ぐための施策を充実します。

12
生きがいを持って文化的 

に生活できるまち
誰もが生涯を通じて学び、文化芸術やス

ポーツをはじめとするいろいろな活動に親し
むことで、生活に生きがいやゆとりを持ち、
心の豊かさを実感できることが大切です。
そのため、それぞれのニーズに対応した生

涯学習・文化・スポーツ活動の情報提供や活
動の機会を充実させ、一人一人の学びが地域
に生かされる「学びの循環」によって生涯学
習活動を推進します。また、ボランティアな
どの社会貢献活動についても積極的に促進し
ます。
さらに、長い歴史と文化によって育まれた

「清瀬らしさ」を大切にし、清瀬の魅力や価
値を高め、それを積極的に発信することで、
みんなが清瀬に誇りや愛着を持てる取り組み
を進めます。



029

暮
ら
し

支
え
合
い

人
づ
く
り

基
盤
づ
く
り

し
く
み
づ
く
り

13
お互いを尊重し合うまち
地域の力を最大限に発揮するには、みんな
が互いの個性を認め合い、ともに支え合う地
域づくりを進めることが大切です。
そのため、男女平等の考えにもとづく男女
共同参画社会や、異なる文化や生活習慣・価
値観などを認め合う多文化共生社会をめざす
など、人権が尊重されるまちづくりを進めま
す。
また、非核宣言都市として、みんなが世界
の恒久平和を願い、平和を守り続けていく気
持ちを持てるよう努めます。

安全でうるおいのある
暮らしができるまち

（「暮らし」の分野）

将 来 像 1
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１ さらなる防災意識の高まりによ
り、自助・共助の防災体制が構
築されているとともに、公助の
役割を担う消防や関係機関との
連携体制が整っています。

10
年後の姿

防災体制の充実・強化
11　安全・安心に生活できるまち施　策

111

危機管理体制を整えて、 
いざというときに備えます

災害発生など、さまざまな緊急事態に
適切に対応することができるよう、危
機管理体制を強化します。地域防災計
画については、訓練の実施と検証にも
とづく必要な修正を行いながら実効性
を高め、高齢者や障害者などの避難
行動要支援者を援護するための地域体
制を確立します。また、市民・地域・
市・防災関係機関が、それぞれの役割
と責任のもとに相互に連携・協力し
て、防災対策を着実に行うことによ
り、安心して生活することができる地
域社会を実現します。

都市基盤の安全性を
高めます

災害から一人でも多くの生命・財産を
守るとともに、災害時における都市機
能を維持するため、市内建築物の耐震
化や安全対策の促進、道路の拡幅整
備、オープンスペースの確保など、都
市基盤の防災性の向上を図ります。ま
た、発災後の市民の暮らしを支え、都
市機能を維持するため、道路や交通施
設の安全化を図り、緊急輸送ネット
ワークを確保します。また、電気、ガ
スなどのライフラインは事業者と連携
して施設の安全化を図ります。
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地域における
防災力の向上に取り組みます

地域のつながりが希薄化するなか、地
震や風水害などの自然災害に的確、迅
速に対応するため、消防団の充実に加
え、自主防災組織や関係機関との連携
により、防災力を強化します。また、
一人一人が災害時に自ら判断して行動
できるよう、防災意識の向上を図る講
演会や出前講座の実施、自主防災組織
の支援、防災訓練などを実施するとと
もに、学校における防災教育を推進し
ます。

災害時の円滑な
避難所運営に備えます

災害時の予防・応急・復旧に適切に対
応するため、日頃から自主防災組織な
どと連携した避難所運営協議会を設立
するとともに、清瀬市災害ボランティ
アセンターを立ち上げます。



032

政
策
分
野

安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち

暮
ら
し

１

防災体制の充実・強化
11　安全・安心に生活できるまち施　策

111

災害時の医療救護体制を
整備します

災害時の医療救護体制の構築を担う災
害医療救護協議会のもと、緊急医療救
護所や災害時における産科医療機関及
び透析医療機関などとの連携を強化し
ます。また、地域防災計画と整合した
「災害時医療救護マニュアル」を作成
し、災害医療救護体制の実効性を高め
ます。
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キヨセの ハ ナ シ
防災について再確認を！

災害時の「避難誘導」と「自助」「共助」について

平成23（2011）年 3月11日に発生した東日本大震災では、大きな被害をもたら
し、たくさんの方が避難所生活を余儀なくされました。
清瀬市では避難準備と避難勧告・指示を次のように定め誘導します。

状況 求められる行動 図解

避難
準備
情報

①避難に時間がかかる
方（高齢者や障害者
等）が避難を開始す
る段階。
②人的被害の可能性が
高まった状態。

①避難に時間を要する
方が避難開始。
②それ以外の方は避難
準備開始。

避難
勧告

①通常の避難行動が取
れる方が避難する段
階。
②人的被害の可能性が
明らかに高まった状
態。

①通常の避難行動が取
れる方が避難開始。

避難
指示

①地域の特性等から人
的被害の危険性が非
常に高い状態。又は
被害が発生した状態。

①避難完了。
②避難するいとまがな
い方は生命を守る最
低限の行動。

避難所では、たくさんの人が集まり、狭いスペースや限られた食糧、暑さ、寒
さをしのがなくてはいけない環境のなか、トラブルが多発しがちです。
その一方で、避難者が自発的に運営した避難所はトラブルが少ない傾向にあり
ます。
行政の「公助」に加えて、「自助」「共助」が被害を最小限に抑えます。
自分の命を守る行動や、備蓄、地域での対策等、災害への備えについて再度確
認してみてください。

避難準備情報

準備して下さい
（時間を要する方は
　避難を始めて下さい）

避難勧告

逃げて下さい

避難指示

逃げろ！
避難
完了
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１
市民の防犯意識が高まり、犯罪
のない安全・安心なまちづくり
が進んでいます。

10
年後の姿

防犯体制の充実・強化
11　安全・安心に生活できるまち施　策

112

市民一人一人の
防犯意識の向上に努めます

振り込め詐欺やひったくりなどの被害
を未然に防ぐため、警察、防犯協会及
び近隣市など関係機関と連携しなが
ら、防犯意識を高める啓発活動を推進
します。特に、高齢者が被害に遭うこ
とが多いため、老人クラブなどで周知
を図る取り組みを強化します。また、
インターネットを利用した犯罪や危険
薬物の使用者が二次的に犯罪を引き起
こす事例も増えていることから、新た
な犯罪に関する情報について周知を図
ります。

地域の連携による
見守り体制を強化します

空き巣や子どもの連れ去り事件などが
後を絶たないことから、警察など関係
機関と連携しながら、犯罪に関する情
報を、学校、保護者、自治会など地域
で共有し、犯罪を未然に防止する地域
の見守り活動を推進します。
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関係機関と連携し
暴力団排除活動を推進します

警察などの関係機関と連携し、暴力団
排除活動を推進することにより、市民
の安全で平穏な生活の確保に努めま
す。また、暴力団排除意識を高めるた
め、相談窓口などにおける啓発を行い
ます。



036

政
策
分
野

安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち

暮
ら
し

１ 暮らしに関する相談体制が充実し、
市民は生活上のトラブルが発生して
も迅速に対応し、適切に問題解決を
図っています。また、消費者として
必要な知識を理解している「賢い消
費者」が増え、消費者トラブルに遭
う人が減少しています。

10
年後の姿

暮らしの相談体制の充実
11　安全・安心に生活できるまち施　策

113

多様な暮らしの相談が
できる体制を充実します

法律や暮らしに関する悩みなど、日常
生活における多様な問題について、相
談しやすい体制を充実します。特に、
複雑化する消費者問題に対応できるよ
う、研修機会の充実や情報収集の強化
に努めるとともに、消費生活相談員の
専門性を高めます。

消費者被害を未然防止する
ため、啓発活動を推進します

消費問題の被害を未然に防ぐため、効
果的な出前講座や刊行物の配布など、
消費生活センターからの情報発信を効
果的に行い、消費者として必要な知識
の普及・啓発を図ります。また、学校
や老人クラブなどと連携し、問題の当
事者となりやすい若年者や高齢者を被
害から守ります。
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出典：第14回清瀬市政世論調査（平成26年 6 月実施）
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１ 地域の課題を解決するための市
民活動がさまざまな分野で活発
に展開されています。また、そ
うした活動に幅広い世代の市民
が積極的に参加しています。

10
年後の姿

市民活動の支援
12　生きがいを持って文化的に生活できるまち施　策

121

市民活動の活性化を
支援します

市民活動の自立と活性化を図るため、
市民活動センターにおける市民活動団
体の運営や活動についての相談支援を
充実します。また、地域の社会的課題
に取り組んでいる市民や、これから取
り組もうとしている市民に情報を提供
し、市民や市民活動団体、事業者、行
政などが連携する際の仲介支援を行い
ます。

市民活動への参加を
促進します

より多くの人たちが、世代を超えて市
民活動にかかわることができるよう、
市民活動に関する情報の提供を進める
とともに、その楽しさや喜びを広める
ことによって、市民活動への参加を促
進します。また、多くの市民がこうし
た活動に積極的に参加できるような環
境を整えます。
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出典：「清瀬みらいカフェ」実施報告書

若者が参加する場が多いまち

「清瀬みらいカフェ」で市民から挙げられた
“将来の清瀬”（市民活動分野）

清瀬に住んでいる（良い環境に集まっ
ている文化・アートetc関係の良いとこ
ろ）人財も活かして、魅力ある清瀬のま
ちづくりに活かしていけるといい。

シニア・ボランティアの
活躍するまち
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１
生涯学習機会の充実や、特徴を生
かした図書館運営などによって、
市民の生涯学習に対する意欲が高
まっています。また、学んだ市民
がその成果を発揮し、新たに指導
的立場となって地域で活躍する
「学びの循環」が生まれています。

10
年後の姿

生涯学習活動の支援
12　生きがいを持って文化的に生活できるまち施　策

122

市民ニーズを踏まえた
学習活動を支援します

誰もが生涯学習活動の一歩を踏み出せ
るよう、市内の生涯学習に関する情報
をわかりやすく提供します。また、生
涯学習への意識調査などによって、市
民ニーズを踏まえた学習活動の機会を
提供します。

「学びの循環」を生か
した生涯学習を推進します

市民が生活の豊かさや個人の自己実現
を叶えるだけではなく、学びの成果を
社会に還元できるよう、清瀬人材バン
クによって、教える人材と学びを希望
する人をつなげる取り組みを行い、「学
びの循環」を推進します。
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地域の情報拠点としての
図書館サービスの充実に努め
ます
多様化する市民ニーズに応えるため、
さまざまな媒体の資料収集に努めると
ともに、他市や大学図書館との相互利
用を進めます。また、日常生活で生じ
る、さまざまな課題に対する情報を提
供します。さらに、児童向けサービス
に積極的に取り組むことで「読書の清
瀬」を実践するとともに、読み聞かせ
やハンディキャップサービスのボラン
ティアとなる人材を生かした事業を推
進します。
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１ 市民は自分にあった文化・芸
術・スポーツ活動を楽しみなが
ら、健康で心豊かな生活を送っ
ています。また、そのような活
動を通して、人と人との交流の
広がりや深まりが進んでいます。

10
年後の姿

文化・芸術・スポーツ活動の支援
12　生きがいを持って文化的に生活できるまち施　策

123

市民文化・芸術の充実と
発展をめざします

市民が心豊かで文化的な生活を送るこ
とができるよう、清瀬けやきホールや
生涯学習センターをはじめとした施設
で、さまざまな事業を実施し、文化・
芸術に身近にふれ、取り組むきっかけ
となる機会を提供します。また、文
化・芸術活動を通した交流を促進し、
地域の活性化が図られるよう、市民文
化祭やさまざまな団体による自主的な
活動を支援します。

誰でも気軽にスポーツ活動
に親しめる環境をつくります

市民が気軽にスポーツ活動を始め、暮
らしのなかで継続して親しむことがで
きるよう、利用しやすい環境整備や参
加しやすい事業を実施します。また、
スポーツ振興を担う各団体と連携し、
スポーツに関する魅力的な情報発信や
各競技における指導者の育成、幅広い
年齢の人たちが参加できる事業を推進
します。さらに、2020年に開催が予
定される東京オリンピック・パラリン
ピックを契機とした、スポーツのさら
なる振興を図ります。
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39.7

14.6

18.6

43.3

データで見る
清瀬

音
楽
、
美
術
、
芸
能
、
映
画

な
ど
の
鑑
賞
機
会
の
充
実

生
涯
学
習
施
設
の
充
実

職
業
的
知
識
や
技
能
に
関
す

る
講
座
の
開
催

文
化
・
芸
術
団
体
、
自
主
サ
ー

ク
ル
活
動
に
対
す
る
支
援
・

育
成

文
学
・
歴
史
等
趣
味
に
関
す

る
講
座
や
コ
ー
ラ
ス
・
工
作

等
の
教
室
の
開
催

経
済
、
社
会
、
時
事
問
題
等

に
関
す
る
講
座
の
開
催

2.6

無
回
答

そ
の
他

学習をする上で市に望む内容

出典：第14回清瀬市政世論調査（平成26年 6 月実施）



044

政
策
分
野

安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち

暮
ら
し

１
清瀬の歴史への理解が深まり、
誇りと愛着が生まれています。
また、次世代に清瀬の歴史と文
化が継承されています。

10
年後の姿

郷土文化の保全・継承
12　生きがいを持って文化的に生活できるまち施　策

124

市民が郷土文化にふれ、
清瀬への愛着と誇りを高める
環境を整備します
市民が清瀬の歴史や文化、芸術、自然
などに対する理解を深め、清瀬への愛
着や誇りを高められるよう、郷土・文
化資料の収集と整理・保全を行うとと
もに、郷土芸能や地域祭事の支援など
を推進します。また、インターネット
により郷土博物館の収蔵資料を検索し
たり、写真資料などを活用できるよう
な環境を整備します。

市の歴史や文化を
次世代に継承します

清瀬に対する市民の誇りや思いが高ま
るよう、歴史や文化、郷土芸能などを
次世代に継承する取り組みを進めま
す。また、市にとって重要な文化財を
保存・管理し、その活用を図ります。
さらに、市民の学びに生かされるよ
う、新しい市史を編さんします。



045

暮
ら
し

支
え
合
い

人
づ
く
り

基
盤
づ
く
り

し
く
み
づ
く
り

学校教育での郷土博物館の
資料や人材の活用を推進します

郷土について愛着を持ち、身近な地域
の文化財などの観察や調査を行う「博
学連携」を推進するため、小学校・中
学校の教育課程に合わせ、郷土博物館
が持つさまざまな資料や専門性の高い
人材を活用した出前授業などを展開し
ます。



046

政
策
分
野

安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち

暮
ら
し

１ 地域のなかで、人権尊重や平和
希求の意識が広がり、年齢、性
別、障害、国籍などに対する差
別や偏見を持たない人たちが、
互いに認めあい、助けあって暮
らしています。

10
年後の姿

人権尊重・平和の推進
13　お互いを尊重し合うまち施　策

131

国籍や文化の違いを受け入
れ、認め合う、多文化共生社
会の実現をめざします
多文化共生社会の実現に向け、その意
義を普及・啓発するほか、相互理解を
図るための交流事業を推進します。ま
た、日本語によるコミュニケーション
が困難な人の生活を支援するため、必
要な行政情報をわかりやすく提供しま
す。

人権意識の啓発を進めます

人権を身近な問題としてとらえること
ができるよう、さまざまな人権課題を
テーマとした講座を開催し、人権意識
の啓発を推進します。また、子どもの
人権意識を啓発するために、学校にお
ける人権教育の一層の充実を図ります。



047

暮
ら
し
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人
づ
く
り
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づ
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り

し
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み
づ
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平和について啓発し、
平和を希求する意識の高揚を
図ります
市民と一緒に企画運営する平和祈念展
事業などを推進することで、「非核清瀬
市宣言」の周知や、多くの市民が戦争
の悲惨さや平和の尊さについて考える
機会を提供します。また、学校教育に
おいて、次世代を担う子どもが平和の
尊さを理解し、これを守る教育を推進
します。



048

政
策
分
野

安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち

暮
ら
し

１
誰もが性別で固定された役割に左
右されることなく、自分の意思と
責任によって生き方を選択するこ
とができ、個性と能力を十分に発
揮しながら、あらゆる分野で対等
に参画する男女共同参画社会が進
んでいます。

10
年後の姿

男女平等社会の推進
13　お互いを尊重し合うまち施　策

132

さまざまな視点で男女平等
を考え、一人一人の生き方を
尊重する人とまちをめざします
性別による役割分担意識を変えるた
め、仕事や生き方、歴史、文化といっ
たさまざまな視点で、男女共同参画に
ついて考え、語り、活動しながら、と
もに学ぶ機会をつくります。また、性
別に左右されることなく、一人一人が
尊重され、能力と個性を発揮する男女
共同参画社会を推進するため、家庭、
学校、地域社会など、あらゆる場での
情報提供や学習の機会を充実します。

女性がいきいきと暮らせる
よう、ＤＶや就労などの相談
支援を充実します
配偶者からの暴力やデートＤＶ（交際
相手からの暴力）の防止について、引
き続き、相談支援を行い、学習や情報
提供を充実します。また、個人情報の
取り扱いをはじめ、被害者の安全を守
る支援体制を整備し、被害者支援の
ネットワークを強化します。さらに、
女性の出産や結婚をはじめ、男女とも
に育児や介護などと仕事の両立（ワー
ク・ライフ・バランス）を図るため、
女性や若年層の現状にあった自立と就
労支援について、学習する機会の提供
や相談事業を充実します。



049

暮
ら
し
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人
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み
づ
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り

女性のリーダーシップが
一層発揮されるまちをめざし
ます
防災分野をはじめ、地域振興、環境保
全など、まちづくりの課題を解決する
過程に女性の参画を進め、男女が対等
なパートナーとして、より暮らしやす
いまちを築きます。



050

岩
いわ

﨑
さき

夢
ゆめ

奈
な

さん 清瀬小学校 4 年 1 組

上
うえ

野
の

瞳
ひとみ

さん 清瀬第三小学校 2 年 3 組

高
たか

岩
いわ

陽
はる

気
き

さん 清瀬第三小学校 2 年 1 組

日
ひ

々
び

野
の

乙
おと

美
み

さん 清瀬第三小学校 3 年 1 組

清瀬の小学生が描く「10年後の清瀬」イラスト

※学年学級等は平成26年度当時のものです。


